
代表者

千円 県出資額 千円 県出資比率

（計画）
会計処理の視点から売上
高の増加と経費削減に向
けた検討を実施する。

財務改善

組織等適
正化

ホームページでの情報公
開

①公社等のあり
方見直し

児湯郡高鍋町大字持田5734番地所在地

令和7年度

肉用牛の改良及び増殖を促進するため、種雄牛を繋留し、家畜人工授精用凍結精液の計画的な製造管理、肉用種種
雄牛産肉能力検定推進を行う。

内容

県所管部・課
農政水産部畜産局

畜産振興課

40.8%

http://www.mwia.or.jp/

財政支出
見直し

経営・事業
運営改善

適切な事業推進に係る経
営指導の実施

適正な経営に向けた県との協
議を適宜実施した。

（計画）
種雄牛や検定結果等について適宜情
報公開に取り組む。
（実績）
種雄牛や検定結果等について適宜情
報公開に取り組んだ。

肉用牛改良事業を円滑に進
めるとともに、今後の予算の
あり方について県と協議し
た。

（計画）
肉用牛改良事業を円滑に進めるとと
もに、今後の予算のあり方について
県と協議する。
（実績）
肉用牛改良事業を円滑に進めるとと
もに、今後の予算のあり方について
県と協議した。

（計画）
肉用牛改良事業を円滑に
進めるとともに、今後の予
算のあり方について県と
協議する。

県補助金の見直し検討

県職員の役員就任の見直
し検討

種雄牛や検定結果等につい
て適宜情報公開に取り組ん
だ。

適正な経営に必要な組織体
制の検討を行った。

③
県
と
公
社
等
の
関
係
見
直
し

（計画）
適正な経営に必要な組織
体制の検討を行う。

凍結精液の安定供給のた
め、飼養管理方法及び採精
技術の向上を図り、経営の安
定化と体制強化を図った。

（計画）
適正な経営に向け、県と
の協議を適宜実施する。

衛生面や作業効率を考慮し
た施設整備計画を県と協議し
た。

（計画）
会計処理の視点から売上高の増加と
経費削減に向けた検討を実施する。
（実績）
会計処理の視点から売上高の増加と
経費削減に向けた検討を実施した。

（計画）
適正な経営に向け、県との協議を適
宜実施する。
（実績）
適正な経営に向けた県との協議を適
宜実施した。
（計画）
適正な経営に必要な組織体制の検討
を行う。
（実績）
適正な経営に必要な組織体制の検討
を行った。

（計画）
凍結精液の安定供給のため、飼養管理
及び採精技術の向上を図り、経営安定と
体制強化を図る。
（実績）
凍結精液の安定供給のため、飼養管理
方法及び採精技術の向上を図り、経営の
安定化と体制強化を図った。

（計画）
凍結精液の安定供給のた
め、飼養管理及び採精技
術の向上を図り、経営安
定と体制強化を図る。

（計画）
衛生面や作業効率を考慮
した施設整備計画を継続
的に県と協議する。

会計処理の視点から売上高
の増加と経費削減に向けた
検討を実施した。

④情報公開推進

概
　
　
　
要

電話番号

②
公
社
等
の
経
営
見
直
し

令和5年度

ホームページ

中長期的な経営改善計画
の策定・実施

安定的経営に向けた収益
確保

（計画）
衛生面や作業効率を考慮した施設整
備計画を継続的に県と協議する。
（実績）
衛生面や作業効率を考慮した施設整
備計画を県と協議した。

名　称

設立年月日

０９８３－２２－３０２０

一般社団法人宮崎県家畜改良事業団

昭和44年9月30日

特記事項

総出資額

設立目的

理事長　坂下　栄次

98,000 40,000

令和6年度

改
革
工
程

人的支援
見直し

令和7年度 公社等経営評価シート
（対象期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日）

（計画）
種雄牛や検定結果等につ
いて適宜情報公開に取り
組む。



合計 県職員 県退職者 合計 県職員 県退職者 左記以外の者

21 1 1 20 1 1 18

2 0 1 2 0 1 1

19 1 0 18 1 0 17

24 0 0 25 0 0 25

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

126,106 126,594 121,465 0 0 0

0 0 900 0 0 0

0 0 0 0 0 0

令和6年度 令和7年度

決算額(千円) 予算額(千円)

① 121,465 121,597 委託料

②  

③

④

⑤

令和7年度 令和8年度

実績値 達成度(%) 目標値 目標値

① 117822 88.6% 133,000 133,000

②

③

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

収入 Ａ 613,279 572,498 542,333 Ａ 1,046,524 1,071,076 1,061,777

　事業収入 322,362 303,819 270,016 777,149 776,977 789,608

　補助金等収入 129,536 126,594 122,365 269,375 294,099 272,169

　上記以外の収入 161,381 142,085 149,952 負債 Ｂ 255,642 272,783 272,777

支出 Ｂ 587,613 565,087 551,626 流動負債 81,772 68,199 70,427

　事業費 467,975 455,166 450,020 173,870 204,584 202,351

　管理費 97,962 108,206 100,907 正味財産 Ａ－Ｂ 790,881 798,293 789,000

　その他の支出 21,676 1,715 699 うち基本金 0 0 0

25,665 7,411 -9,293 25,665 7,411 -9,293

主
な
県
財
政
支
出
の
内
容

133,000

　産肉能力を把握するための直接検定及び現場後代検定を実
施する

 

目標値

実
施
事
業

 宮崎県肉用牛改良総合対策事業

県
関
与
の
状
況

活
動
指
標

凍結精液譲渡本数

県補助金

県委託料

その他の県からの支援等

非常勤

職員数

指標名

 

当期収支差額　Ａ－Ｂ

資産

　

　　　　　　　　  　　貸借対照表　　　  　　　　（千円）　　　　　　　　  　　収支計算書　　　  　　　　（千円）

固定負債

令和6年度

固定資産

財
政
支
出
等

（千円）

役員数　人
的
支
援

常　勤

（千円）

19

18

1

令和7年度

左記以外の者

令和6年度

（人）

流動資産

うち当期正味財産増減額

※千円未満を四捨五入して表示しているため、合計の金額と一致しない場合があります。

県の損失補償契約等
に基づく債務残高

指標の設定に関する
留意事項

（本）

財
務
状
況

事業名 事業内容 種別

24

県職員人件費
（県支給分）

県借入金残高

県交付金・負担金・
出資金

算式（単位）

①　肉用種種雄牛の繋養管理
②　肉用牛凍結精液の製造及び譲渡
③　肉用牛凍結精液の購入及び譲渡
④　凍結精液の普及及び効果の確認
⑤　肉用種種雄牛の産肉能力検定事業



令和7年度 令和8年度

実績値※ 達成度(%) 目標値 目標値

74.4 93.0% 80.0 80.0

※ 令和6年度 実績値の算式

18.3 108.5% 20.0 20.0

※ 令和6年度 実績値の算式

※ 令和6年度 実績値の算式

改革工程 活動内容 財務内容 組織運営 改革工程 活動内容 財務内容 組織運営

Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ

総
合
評
価

　

評価 (Ａ.良好､Ｂほ

ぼ良好､Ｃやや課題あり、
Ｄ課題多い)

直近の県監査
の状況

　

評価 (Ａ.良好､Ｂ

ほぼ良好､Ｃやや課題あ
り、Ｄ課題多い)

目　標
達成度

公社等
自己評価

　財務面については、物価高騰等の影響を受けて
いる生産者の経営状況を考慮し、精液の価格改定
を行わなかったことが事業収入減少の大きな要因
となっており、今後適正な価格改定を行うことに
より事業収入を増加させることが求められる。
　全体としては、本県の肉用牛経営の要となる施
設として安定的な供給体制は確保されているもの
と評価できる。

県所管部課
二次評価

　財務面については、県内の繁殖雌牛頭数の減少
や、低ランク精液の供給割合が増加したことなど
により、事業収入が減少し、11期ぶりに赤字決算
となった。今後は適宜価格改定を行うことで事業
収入を増加させるとともに、事業経費についても
見直し行い、経営改善を図る。
　種雄牛造成においては、「満登志」号、「美津
白鵬」号及び「高城栄」号が現場後代検定におい
て優秀な成績を収め、今後の宮崎牛を担う種雄牛
を造成することができた。

指標の設定に関する
留意事項

財
務
指
標

③

100,907千円／551,626千円×100

（140,367千円＋270,016千円）／551,626千円×100

自己収入比率

指標名 算式（単位）

①

20.0

（自己収入＋自主事業収入）／当期
支出合計×100(％)

80.0

目標値

令和6年度

②
管理費比率 管理費／当期支出合計×100(％)

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

活動指標①

活動指標②

活動指標③

財務指標①

財務指標②

財務指標③


